
　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

オ

催

。いさだく加参ごひぜ、でのすまいてっなに
容内るめし楽に分存も人いなでうそ、んろちもは人く書
をイセッエ、どな話おいなきでのとこく聞段普、やスイ
バドアの生の人化文名著。すまいてっなと評好年毎、り
あがえ応き聴はい合け掛の葉言の人化文るす表代を西関
、どな方みし楽や方き書のイセッエ。すまし催開を』9102
室教イセッエムアリオ『ムラーォフ学文、え迎にトスリ
ネパを員委考選の」賞筆随ムアリオ市津大泉「回7第

。るいて
っわ関に的極積にりくづ町、興振化文の阪大。任歴を員
委考選の賞な彩多や賞学文。家作賞受賞木直回19第

エ

開時同

）家論評能芸方上（氏計川津木 有

眉）家作（氏三利波難

スリネパ
式賞授賞筆随ムアリオ

ムラーォフ
学文

～

スミ

7第
ね「
画映

躍活もてしとィテリナソーパのイセッエオジラKHN

済経域地合問
無を集品作選入
料無費加参
05着先員定
ピスクテ所場
後午は式彰表※
13月3時日

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

～

！催開室教イセッ

）家作（氏栖有川栖有

）家作（氏卓村眉

ト

室教イセッエムアリオ

。ため務を員委考選の々数どな
大ーリテスミ史正溝横、賞ーィテスリク・サガア
歩乱川戸江。家作理推るす躍活で線前最のーリテス

。賞受を賞学文花鏡泉回7
。者作原の」）子ろひ丸師薬：演主（園学たれわらね
、」）子結内竹・剛彅草：演主（語物の8771の妻と僕「画

）階4所役市（課済
。）定限量数（すまし布配料無

」賞筆随ムアリオ市津大泉「回7第、はに者場来
人0
阪大アピ

度程分03らか時2後
時4～時2後午㈰日

集

会
。

。いさだくみ込し申おにでま㈮日22月
希を演出、展出、でのすまし催開に㈰日62

し催のどなクッジーュミトーリトス、売販
り作手やび遊昔もど子、展トフラクトーア
角街、し用借を庫倉や屋家的史歴、はでり

明説のてい
すまりあがとこるすり断お、は合

旨主のりつま道街浜、がんせまい問はルンャジ
人るけだたいてし奏演で）外野（角街びよおル

募者望希

集募大者演

回81第

かんせまし加参
りつま

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

池菊回
大。中

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

な賞
、賞

。賞受を賞寛
64第。い多もンァフに口り語いからわやの弁阪

第㈰日62月5

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　
はに月５年毎すまてなと産資化文な重
れさ残数多が築建屋町の代時各はにい沿道街
地の祥発布毛、りあが」）町本・町明神・町港
「る走てし行平に側海の道街州紀はに内市

プッョシり作手

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

希

い
合

月３は人るす望
2月５は年今
。すまれわ行が
販展出プッョシ
ア、ーリラャギ
りつま道街浜

。す
性活のィテ
保道街浜、
貴の市本、
のこてしと
東（道街浜

つに演出・展出
場いなわぐそに
ジ。すまし集募を
ルーホりぎこの

可

演出門部楽音◆

不は

ぐそに旨主の

演出門部楽音＆者展出プ
参に

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

プ

あ

、めたる図を化
を識意の動活全
と産資化文な重

は道水、源電▷
お、は合場いなわ
ジリオは品展出▷

定規展出
ッョシり作手◆

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

集

は

すまれさ催開が」りつま道街浜「
ニュミコ域地、め高うそっいを
はに月５年毎。すまいてっなと

み込ち持の機電発▷んせまり
）すまりあも合場るすり断お

のりつま道街浜（品り作手、ルナジ

募者望希展出プ

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

円000,3用費展出
とこるす去撤を
入搬の品商日当▷

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

りよ円
とこる帰ち持はみご▷

た後入搬、しと時９～時８前午は入

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

階２所役市＝局
市都合問・込申
ホりぎこの所場
㈯日6月４時日両車にちだた

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

へ）口窓番42
行実りつま道街浜（課策政りくづ市

ルーホ
～時２後午㈯

　

　

　 　

　
　
　 　   

　

　 　

　 　
　

　

　 　
　

　

　 　

　

務事会員委行

　

　

　

　

　

 

            　　　       

　

たしまきがと
こるすRPを市津大泉と」日の布毛「、でNAMGIB田梅
急阪なん盛が来往の人、きでがとこるれ触て見に際実
、れら飾がトッケンラブトーアや布毛級高はでスーブの
トンベイRP。たしまれさ定制と」日の布毛「は日02月
11てしと」日るけ届をりもくぬに人な切大「、度年昨

NAMGIB田梅急阪ni
トンベイRP日の布毛

開で外市、や子様のトンベイ各、はで号月今。たしましRPを
出にトンベイの地各国全！ちまの布毛の一本日は市津大泉

1
　

　

　

　

　

 

            　　　       

　

すまし介紹をトンベイたれさ催開
・ちまの布毛の一本日「、き向出

魅の」つおおみずい「

　

　

　

　

　

 

            　　　       

　

。す
」つおおみずい

！に国全を力魅

　

　

　

　

　

 

            　　　       

　

　

　

　

　

　

 

            　　　       

　

　

　

　

　

　

 

            　　　       

　

橋

。たしまきでがと

2 ～阪大東ちまのービグラ～園花ni
8102リプンラグラャキるゆ

3 本日京東ni
タスェフンワーバンナ

。たしまいてっなにコリトなんみにスンダASU
のレキッレキのんみづお。露披もスンダはでジーテス
、し渡をトンゼレプに人たれくてし票投やき引じくはで
スーブ。戦参もんみづおがら我、れわ行で園花、間日2
の日81、日71月11が票投選決の」リプンラグラャキ
るゆ「るめ決を一本日、りま集がラャキるゆの国全

DEL色青、市條五県良奈の一本日量産生の柿、市津大
泉の一本日量産生の布毛、間日2の日32、日22月1

　

　

　

　

　

 

            　　　       

　

　

　

　

　

　

 

            　　　       

　
筆直

画動スンダASU

　

　

　

　

　

 

            　　　       

　
トンゼレプをンイサ筆

　

　

　

　

　

 

            　　　       

　

4

。

。たしましRPで都京うわぎにで客光観のらか界世全
、国全、りなと体一が体治自5の町板上、市南阿県島徳
、市條五県良奈、市泉和、市津大泉。催開をタスェフンワ
ーバンナで場広町原河池御トスゼの都京、日3月2

たしまいわ賑で人のく多は場会、め求を品産特
のンワーバンナるす慢自が市各。たしまい行をトンベ
イで橋本日・京東、し携連が市南阿県島徳の地の祥発

場広町原河池御トスゼni
タスェフンワーバンナ

！お
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松
本　

小
学
五
年
生
の
と
き
、
祖
母
の
ま
ね
を
し
て
、

わ
ら
を
使
っ
た
草
履
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

浅
田　

小
学
生
の
頃
に
戦
争
が
始
ま
り
、
真
っ
暗
な

北
の
夜
空
に
燃
え
て
い
る
町
が
見
え
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
み
ん
な
物
が
無
く
自
給
自
足
の
生
活
で
私
は

小
学
三
年
生
の
と
き
か
ら
、
わ
ら
で
草
履
を
作
っ
て

お
金
を
稼
い
で
い
ま
し
た
。

　
戦
争
が
終
わ
り
、
ど
ん
ど
ん
物
が
増
え
て
い
く
な

か
で
、
白
や
黒
、
国
防
色
だ
っ
た
モ
ノ
ク
ロ
の
町
が

み
る
み
る
カ
ラ
フ
ル
な
街
に
変
わ
る
変
化
と
同
時

に
、
2
人
は
草
履
を
作
ら
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

松
本　

き
っ
か
け
は
娘
に
誘
わ
れ
た
草
履
体
験
講
座

で
、
織
編
館
長
の
上
西
さ
ん
と
出
会
っ
た
こ
と
で
す
。

子
ど
も
の
頃
に
、
祖
母
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
の

で
編
み
方
は
覚
え
て
い
ま
し
た
。

浅
田　

定
年
退
職
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
た
中
、
娘
の
紹
介
で
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
編
み
方
を
覚
え
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
教

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
2
人
と
も
何
十
年
経
っ
て
も
、
手
は
覚
え
て
い
た

ん
で
す
ね
。

浅
田　

一
人
一
人
違
う
草
履
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
面

白
い
で
す
ね
。
私
の
草
履
は
配
色
に
も
こ
だ
わ
っ
て

い
て
色
選
び
か
ら
結
構
な
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
。

松
本　

私
の
作
る
草
履
を
娘
や
知
人
が
欲
し
が
っ
て

く
れ
て
作
っ
て
い
て
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
自
分

で
も
作
っ
た
草
履
を
普
段
か
ら
履
い
て
い
て
、
お
風

呂
上
り
に
履
く
と
気
持
ち
い
い
で
す
よ
。

　
モ
フ
草
履
は
毛
布
の
へ
り
を
使
っ
て
編
み
上
げ
る

こ
と
で
、
わ
ら
草
履
と
は
違
っ
て
色
の
種
類
が
豊
富

で
す
。
手
作
り
の
も
の
は
作
り
手
も
受
け
取
り
手
も
、

人
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
最
高
の
贈
り
物
に
な

り
ま
す
ね
。

モフ草履アンバサダー
モフ草履アンバサダー
松本さん（左）・浅田さん（右）

モフ草履アンバサダーとは
織編館主催のモフ草履講座で、市民の方にモフ草履の作り方を教えるお手伝
いをしていただいている方々です。

泉大津フロントランナー

■インタビュー

モフ草履活動を支える

モフ草履とへり
　” へり ” とは毛布の周囲をパイピングし
ている部分で、毛布の最終工程である縫製
（縁飾り）工程で縫いつけられます。
　へり縁の素材は、幅 3～ 10 ㎝程の細長
い生地で、通常ロール状に巻いてあります。

【実際に私たちがモフ草履づくりを体験してみて】
　モフ草履を初めて作ってみて、今まで編み物を一切
したことがなかったので編みはじめは難しく感じまし
たが、編んでいくうちにすぐに慣れていきどんどんと
草履の形へ変化していくことが嬉しく、編み物の楽し
さを知ることができていい経験になりました。

ポイント !

モフ草履をつくろう
　市のホームページでは、モフ草履
の作り方を動画で紹介しています。

草
履
を
編
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は

い
つ
ご
ろ
で
す
か

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は

モ
フ
草
履
の
魅
力
と
は

な
に
で
す
か

桃大生の声
　　　

　　　

　　　

　　　

　

　 　 　 　 　 　

　

ロプびゆしあ

　　　

　　　

　　　

　　　

　

　 　 　 　 　 　

　

。

桃 ！るえ伝が生大
事記集特」ーナンラトンロフ津大泉「

く聞ていつに後今らか生

るす開展をトクェジ

開
展
の
後
今

履
草
と
者
齢
高
る
す
倒
転

す
で
事
記
集
特
た
し
成
作
い
行
を
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【府議会議員選挙】投票できる人
　平成 13 年 4 月 8 日までに生まれた人で、次の要件を満
たす日本国籍の人。
▷平成 30 年 12 月 28 日までに本市に転入届をした人で、
引き続き本市に居住し、住民基本台帳に登録されている人。
▷平成 30 年 12 月 29 日以後、府内の市町村から本市に転
入届をした人で、前住所地で選挙人名簿に登録されている
場合は、本市に引き続き居住している旨の証明書（市民課
で無料交付）を持参すれば、前住所地で投票できます。た
だし、府外からの転入の場合は投票できません。
▷平成 30 年 12 月 29 日以後、本市から府内の市町村へ住
所を移した人で、本市の選挙人名簿に登録されている場合
は、新住所地で引き続き居住している旨の証明書を取得し、
本市に持参すれば、本市で投票できます。

期間　3月30日㈯～4月6日㈯
時間　午前8時30分～午後８時
場所　選挙管理委員会室（市役所3階）

【市議会議員選挙】投票できる人
　平成 13 年 4 月 22 日までに生まれ、平成 31 年 1 月 13
日までに本市に転入届をして引き続き本市に居住し、住民基
本台帳に登録されている選挙権を有する日本国籍の人です。
なお、投票までに市外へ転出した人は投票できません。

期間　4月15日㈪～20日㈯
時間　午前8時30分～午後8時
場所　選挙管理委員会室（市役所3階）

◆投票所入場整理券
　投票所入場整理券は、府議と市議を一緒に「封書」で郵送し、
一人一枚の入場整理券となります。紛失しないようにご注意
ください。万一紛失した場合でも、選挙人名簿に登録されて
いる人は、投票ができますので、投票所係員にお知らせくだ
さい。
◆代理投票と点字投票
　身体の不自由などにより自書することができない人は、投
票所で係員にお知らせください。係員が本人に代わって記入
します。
　また、視覚に障がいのある人は、点字で投票することがで
きますので、投票所で係員にお知らせください。
　なお、投票に手話通訳者を必要とする場合は、係員にお知
らせください。投票日当日は、選挙管理委員会本部で手話通
訳者が待機しています。
◆投票所の設備
　各投票所には、車いす・車いす用記載台を備え付けていま
す。また介助が必要なときは、係員にお知らせください。

右ページへつづく

泉大津市議会議員選挙

投票日 投票日

投票時間（共通）

大阪府議会議員選挙

午 前 ７ 時 ～ 午 後 ８ 時

泉大津の未来、大阪の明日をつくる
あなたの１票

４月 7 日は大阪府議会議員、21 日 は泉大津市議会議員選挙です

　４月 7 日㈰は大阪府議会議員選挙、21 日㈰は泉大津市議会議員選挙の投票日です。いずれ
の選挙も投票時間は午前７時から午後８時まで、市内 20 か所の投票所で一斉に行われます。
開票はそれぞれの選挙において即日開票で、午後９時から総合体育館で行われます。
　今後 4年間、住みよいまちづくりのために全力を注いでくれる人を選ぶ大切な選挙です。
　棄権しないで必ず投票しましょう。

共通のお知らせ

大切な 1票です。
棄権せず、有効に
使いましょう !!

府議会議員　期日前投票

市議会議員　期日前投票
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市立病院からのお知らせ

　3月の市民公開講座は、緩和ケア認定看護師による「緩和ケアっ
てなんだろう？」です。
　「緩和ケア」って「終末期のケア」だと思っていませんか？緩
和ケアは〈がんと診断されたとき〉から始まります。からだの
痛みを治療することだけが、緩和ケアではありません。
　当院の緩和ケア認定看護師が、緩和ケアについて分かりやす
くお話します。
　一緒に緩和ケアについて考えてみませんか？

日時　3月 12 日㈫　午後 2時～ 3時
　　　（午後 1時 30 分受付開始）
場所　市立病院
講師　沖　由江（緩和ケア認定看護師）
※申込不要

日時　3月 20 日㈬　午後 2時～ 3時　
　　　（午後 1時 30 分受付開始）
場所　市立病院
講師　宇野和浩（理学療法士）　※申込不要

市民公開講座
「緩和ケアってなんだろう？」を開催します

　当院ではおよそ１か月に一度、医師や看護師を講師として、糖尿病をテーマに講義を行っています。
３月は、当院理学療法士が、糖尿病と運動についてお話します。

糖尿病教室
「糖尿病と運動～糖尿病には運動が大切」を開催します

←病院HPはこちら

問合　市立病院総務課　☎32・5622

一緒に運動（体操）もやっ
てみましょう！

！！健康
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　知ってトクする 元気になれる　

ップアップ
女性の健康週間～女性が
注意したいがん～

　毎年 3 月 1 日から 8 日までは「女性の健康週間」です。
女性が生涯を通じて明るく、充実した日々を自立して過ご
すために厚生労働省が主体となってさまざまな啓発運動が
行われています。今月は最新のがん統計から女性のがんに
ついてのコラムです。

■女性におけるがんでの死亡率１位は？
　国立がん研究センターによる最新のがん統計では、女性
のがんでの死亡数第一位は大腸がんです。ここ 40 年で患
者数は女性で約 6 倍になり、罹患数（大腸がんと診断され
た数）も第二位となっています（第一位は乳がん）。
　大腸がんの患者数の増加の要因として、食生活の欧米化
や運動不足、肥満といった大腸がんの発症に関わる生活習
慣に変わってきたこと、高齢化（加齢によって大腸がんの
発症率は上がる）などが考えられます。
　また 40 代から 50 代前半までは乳がんや子宮がんなど

女性特有のがんが死亡数の多くを占めています。この年代
のがんは進行が速いこともあるため、定期的ながん検診が
より大切になってきます。

■がん検診を受けましょう！
　がんは早期発見、早期治療がとても望ましい病気です。
本市のがん検診の受診率は国の目標が 50％であるのに対
し、平成29年度で大腸がんが17.7％、子宮がんが41.7％、
乳がんが 40.7％といずれも下回っています。本市のがん検
診は一種類につき 500 円で、保健センターでの集団検診や
市内の指定医療機関での個別検診があり、集団検診の日程
は本紙の「健康のページ」に掲載しています。個別検診は
直接医療機関にお問い合わせください。その他がん検診に
関するお問い合わせは保健センターまで。
　定期的ながん検診受診を習慣にしていきましょう。

問合　健康づくり課（保健センター）
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